
18 学術業績 

Ａ．国際学会・国際シンポジウム  
１ 実績なし 

 

Ｂ.学会総会  

  [脳神経内科] 

１ （演題名）     富士富士宮医療圏における Creutzfeldt-Jakob 病の臨床歴特徴 

  （発表者）      高津 宏樹, 去川 裕基, 高橋 麻葵, 河野 優, 佐藤 克也 

北本 哲之 

   （学会名）     第 64 回日本神経学会総会 

  （開催地、年月日） 千葉県 幕張、令和５年５月１日 

 

２ （演題名）     ステロイドパルス療法が著効した頚髄腫脹病変を伴う水痘帯状 

疱疹ウイルス関連脊髄炎の１例 

（発表者）          去川 裕基，高橋 麻葵，幕 昂大，中川 裕亮，河野 優 

（学会名）          第 41 回日本神経学治療会 

（開催地、年月日）  東京都 品川、令和５年 11 月５日 

 

３ （演題名）     初期に MMN が疑われた BSCL2 遺伝子関連運動ニューロパチーの 

１例 

（発表者）         河野 優，高橋 麻葵，園生 雅弘，橋口 昭大，髙嶋 博 

（学会名）         第 53 回日本臨床神経生理学会 

（開催地、年月日） 福岡県、令和５年 11 月 30 日 

 

〔呼吸器内科〕 

１ （演題名）     COVID-19 自宅療養中に肺炎球菌感染症を合併した２例 

（発表者）          松井 勇磨,田中 裕太,木村 哲夫,児島 章 

（学会名）          第 63 回日本呼吸器学会講演会 

（開催地、年月日）  東京都、令和５年４月 29日 

 

〔小児科〕 

１ （演題名）     アガルシダーゼβによる酵素補充療法の投与時間短縮の安全性 

についての検討 

（発表者）          尾形 仁 
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（学会名）          第 64 回日本先天代謝異常学会 

（開催地、年月日）  大阪府、令和５年 10 月５日～７日 

 

２ （演題名）          Diversity in the Prevalence of Acid Sphingomyelinase 

                       Deficiency among Ethnic Backgrounds 

（発表者）          佐古 周平 

（学会名）          第 64 回日本先天代謝異常学会学術集会 

（開催地、年月日）  大阪市、令和５年 10 月６日 

 

３ （演題名）       小児大腸内視鏡前処置における腸管洗浄剤ピコプレップ ® 

 配合内用剤の有用性 

（発表者名）         野中 絵美 

（学会名）      第 50 回日本小児栄養消化器肝臓学会学術集会 

（開催地・年月日）  仙台市、令和５年 10 月 22 日 

 

[外科] 

１ （演題名）      繰り返すポート感染から治療に難渋している短腸症候群の 1例 

  （発表者）      坪井 一人，福島 尚子，谷津倉 融依，小俣 朋子，鈴木 俊雅， 

矢野 文章 

   （学会名）     第 38 回日本臨床栄養代謝学会学術集会 

  （開催地、年月日）  神戸市、令和５年５月９日 

 

２ （演題名）     巨大食道裂孔ヘルニアに対する噴門形成でメッシュ補強に加え 

胃壁固定を付加する意義 

（発表者）          坪井 一人，小村 伸朗，星野 真人，山本 世怜，秋元 俊亮， 

増田 隆洋，坂下 裕紀，福島 尚子，竹内 秀之，矢野 文章， 

衛藤 謙 

（学会名）          第 77 回日本食道学会学術集会 

（開催地、年月日）  大阪府、令和５年６月 29日 

 

３ （演題名）     術後合併症の観点からみた食道アカラシアに対する鏡視下手術 

と POEM の検討 

（発表者）          福島 尚子，坪井 一人，星野 真人，山本 世怜，秋元 俊亮， 

増田 隆洋，坂下 裕紀，小村 伸朗，矢野 文章，衛藤 謙 

（学会名）          第 77 回日本食道学会学術集会 

（開催地、年月日）  大阪府、令和５年６月 29日 
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４ （演題名）     壁外発育型の胃粘膜下腫瘍に対する cowboy technique を用い 

た腫瘍切除 

（発表者）          坪井 一人，福島 尚子，武田 光正，北村 博顕，良元 和久， 

吉田 清哉，鈴木 俊雅，梶本 徹也，小村 伸朗，矢野 文章， 

衛藤 謙 

（学会名）          第 78 回日本消化器外科学会総会 

（開催地、年月日）  函館市、令和５年７月 12日 

 

５ （演題名）     胃癌における術前 CALLY index の予後予測因子としての検討 

（発表者）          福島 尚子，坪井 一人，藤崎 宗春，良元 和久，吉田 清哉， 

鈴木 俊雅，梶本 徹也，矢野 文章，衛藤 謙 

（学会名）          第 78 回日本消化器外科学会総会 

（開催地、年月日）  函館市、令和５年７月 13日 

 

６ （演題名）     左側胆嚢に対し腹腔鏡下胆嚢摘出術を施行した一例 

（発表者）          吉田 清哉 

（学会名）          第 59 回日本胆道学会学術集会 

（開催地、年月日）  札幌市、令和５年９月 14日 

 

７ （演題名）     食道アカラシア患者に対する腹腔鏡下 Heller-Dor 手術後の 

逆流性食道炎発生に関する危険因子の同定 

（発表者）          坪井 一人，小村 伸朗，星野 真人，山本 世怜，秋元 俊亮， 

増田 隆洋，坂下 裕紀，福島 尚子，竹内 秀之，高橋 慶太， 

谷島 雄一郎，矢野 文章，衛藤 謙 

（学会名）          第 21 回日本消化器外科学会大会 

（開催地、年月日）  神戸市、令和５年 11 月３日 

 

８ （演題名）     穿孔性腹膜炎の緊急手術におけるオステオサルコペニアと予後 

に関する検討 

（発表者）          福島 尚子，坪井 一人，鈴木 佑磨，石崎 俊太，武田 光正， 

北村 博顕，良元 和久，吉田 清哉，鈴木 俊雅，梶本 徹也， 

矢野 文章．衛藤 謙 

（学会名）          第 21 回日本消化器外科学会大会 

（開催地、年月日）  神戸市、令和５年 11 月３日 
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９ （演題名）     胃癌における GLIM 基準低栄養の予後予測因子としての検討 

（発表者）          福島 尚子，坪井 一人，田地野 将太，良元 和久，吉田 清哉， 

鈴木 俊雅，梶本 徹也，矢野 文章，衛藤 謙 

（学会名）          第 85 回日本臨床外科学会総会 

（開催地、年月日）  令和５年 11月 16日 

 

10 （演題名）     胃癌における胃切除後の予後予測因子の検討 

（発表者）          福島 尚子，坪井 一人，矢野 文章，衛藤 謙 

（学会名）          第 96 回日本胃癌学会総会 

（開催地、年月日）  令和６年３月１日 

 

11 （演題名）     豊胸術後に発症した乳癌の 1例 

（発表者）          梶本 徹也、良元 和久 

（学会名）          第 31 回日本乳癌学会 

（開催地、年月日）  横浜市、令和５年７月 

 

12 （演題名）     研修医の発表セッション 

（発表者）          梶本 徹也 

（学会名）          第 123 回日本外科学会定期学術集会 

（開催地、年月日）  東京都、令和５年４月 

 

〔形成外科〕 

１ （演題名）         Projection AR 技術の手術への応用と医工連携によるプロジェ 

クター開発 

（発表者）         坊 英明 

（学会名）         第 66 回日本手外科学会総会・学術集会 

（開催地、年月日）  東京都、令和５年４月 

 

２ （演題名）          短母指伸筋-長母指伸筋複合体の多様性 

（発表者）          坊 英明 

（学会名）          第 66 回日本手外科学会総会・学術集会 

（開催地、年月日）  東京都、令和５年４月 

 

３ （演題名）          無線ジャイロセンサの可能性 

（発表者）     坊 英明，稲葉 曉子 

（学会名）          第 66 回日本手外科学会総会・学術集会 
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（開催地、年月日）  東京都、令和５年４月 

  

４ （演題名）          母指 CM 関節症に対するステープルを用いた関節固定術 

-ロッキングプレートとの比較- 

（発表者）     坊 英明 

（学会名）          第 66 回日本手外科学会総会・学術集会 

（開催地、年月日）  東京都、令和５年４月 

 

５ （演題名）          Obluque Triangular 皮弁の役割 

（発表者）     坊 英明 

（学会名）          第 66 回日本形成外科学会総会・学術集会 

（開催地、年月日）  長崎県、令和５年４月 

 

６ （演題名）          短母指伸筋-長母指伸筋複合体の多様性 

（発表者）     坊 英明，稲葉 曉子 

（学会名）          第 66 回日本形成外科学会総会・学術集会 

（開催地、年月日）  長崎県、令和５年４月 

 

７ （演題名）          ばね指患者への腱鞘内ステロイド注射療法における局所麻酔薬 

混注の有無による治療効果の比較 

（発表者）     坊 英明 

（学会名）          第 66 回日本形成外科学会総会・学術集会 

（開催地、年月日）  長崎県、令和５年４月 

 

〔耳鼻咽喉科〕 

１ （演題名）          TEES における Augmented Rearity(AR)による骨削開範囲の予測 

(発表者)           土田 敬介 

(学会名)          第 124 回 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会総会 

（開催地、年月日）  福岡県、令和５年５月 

 

〔歯科口腔外科〕 

１ （演題名）          胃癌患者の下唇に生じたラムシルマブ関連 

pyogenic granuloma の 1 例 

(発表者)           渡邉 紘士 

(学会名)          第 33 回日本有病者歯科医療学会総会・学術大会 

(開催地、開催日)   新潟県新潟市、令和６年３月８日～10 日 
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〔臨床検査科〕 

１ （演題名）          当院システムの目視追加設定により発見できた B-ALL の一例 

（発表者）          尾形 裕以 

（学会名）          令和５年度日臨技中部支部医学検査学会 

（開催地、年月日）  石川県金沢市、令和５年 12 月２日 

 

〔中央放射線科〕 

１ （演題名）          不整脈アブレーション治療における当院診療放射線技師の 

かかわり方 

（発表者）          鈴木 浩之 

（学会名）          第 49 回 CVIT 東海北陸地方会 

（開催地、年月日）  名古屋コンベンションホール、令和５年 11月 10 日 

 

２ （演題名）          VER 算出のために最適な脳動脈瘤体積測定の検討 

（発表者）          鈴木 浩之 

（学会名）          日本脳神経血管内治療学会 

（開催地、年月日）  京都国際会議場、令和５年 11 月 24 日 

 

〔栄養科〕 

１ （演題名）          頸部膿瘍術後患者において NST 介入が奏功した１例 

（発表者）          谷津倉 融依，中村 磨浪，小池 恭子，礒崎 曜大，小俣 朋子 

          坪井 一人，鈴木 俊雅，梅原 健人，鈴木 岳瑠 

（学会名）          日本臨床栄養代謝学会 

（開催地、年月日）  横浜市、令和６年２月 15日 

 

〔看護部〕 

１ （演題名）     ペースメーカーの電池交換術後の創部を安全に保護する方法 

の検討 

  （発表者名）    半田 陽子 

  （学会名）     第 54 回（2023 年度）日本看護学会学術集会 

  （開催地・年月日） 大阪国際会議場、令和５年９月 29 日～30 日 

 

２ （演題名）        褥瘡予防対策と発生時の対応 

  （発表者名）    荻野 紗絵里 

  （学会名）     第 54 回（2023 年度）日本看護学会学術集会 
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  （開催地・年月日） パシフィコ横浜、令和５年 11 月８日～９日 

３ （演題名）      嚥下評価プロトコル導入前後の ICU 看護師の嚥下評価に 

対する実態調査 

  （発表者名）    松下 恵子 

  （学会名）     第 54 回（2023 年度）日本看護学会学術集会 

  （開催地・年月日） パシフィコ横浜、令和５年 11 月８日～９日 

     

４  （演題名）     転倒転落予防に対する看護師のリスク感性・ハザード感性の 

実態 

   （発表者名）    西家 悦子 

   （学会名）     第 54 回（2023 年度）日本看護学会学術集会 

   （開催地・年月日） パシフィコ横浜、令和５年 11 月８日～９日 
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Ｃ.地方会・講演会・研究会  

 [脳神経内科] 

１ （演題名）     ステロイドパルス療法が著効した自己免疫性小脳失調症の 

１例 

（発表者）     去川 裕基，高橋 麻葵，幕 昴大，中川 裕亮，河野 優 

（学会名）          第 166 回日本神経学会東海北陸地方会 

（開催地、年月日） 愛知県名古屋市、令和５年７月 29 日 

 

２ （演題名）     全身性エリテマトーデス加療中に慢性炎症性脱髄性多発神経 

炎を合併した１例 

（発表者）     中川 裕亮，去川 裕基，高橋 麻葵，幕 昴大，河野 優 

（学会名）          第 167 回日本神経学会東海北陸地方会 

（開催地、年月日）  福井県、令和５年 11 月 18日 

 

３ （演題名）     ステロイドパルス療法により外眼筋麻痺，起立性低血圧が改 

善した Miller Fisher/Guillain-Barrë overlap syndrome の 

65 歳女性例 

（発表者）     幕 昴大，去川 裕基，高橋 麻葵，中川 裕亮，河野 優 

（学会名）          第 168 回日本神経学会東海北陸地方会 

（開催地、年月日）  愛知県名古屋市、令和５年３月９日 

 

４ （演題名）     発症から３年経過するも前縦隔腫瘍摘出術により症状の著明 

な改善が得られた Stiff-person syndrome の１例 

（発表者）     横山 哲郎, 幕 昂大, 斎藤 優汰, 去川 裕基, 高橋 麻葵, 

 中川 裕亮, 河野 優 

（学会名）          第 251 回日本内科学会東海地方会 

（開催地、年月日）  愛知県名古屋市、令和５年 11 月 18 日 

 

５ （演題名）     ステロイドの減量が困難な抗 AQP4 抗体陰性の NMOSD 治療例 

（発表者）     河野 優 

（学会名）          Meet the expert on NMOSD in Shizuoka 

（開催地、年月日）  静岡県静岡市、令和５年６月 16 日 

 

６ （演題名）     てんかんの診断と治療‐新規抗てんかん薬の使い分け‐ 

（発表者）     河野 優 
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（学会名）          第３回 PE フォーラム in 富士・富士宮 

（開催地、年月日） 静岡県富士市、令和５年９月 20 日 

 

７ （演題名）     CIDP の診断と治療-当地域における現状と課題- 

（発表者）     河野 優 

（学会名）          Neurology Forum Winter 

（開催地、年月日）  東京（Web conference）、令和５年 10 月 23 日 

 

[呼吸器内科] 

１ （演題名）     新型コロナ感染症と喘息（opening remarks） 

（発表者）     児島 章 

（学会名）          富士市薬剤師会 学術講演会 

（開催地、年月日）  静岡県富士市、令和５年９月６日 

 

[高齢診療科] 

１ （演題名）     おしっこあれこれ 

（発表者）     鈴木 英訓 

（学会名）          静岡ガス・エネリアショールーム富士 

（開催地、年月日）  静岡県富士市、令和６年３月 23 日 

 

〔循環器内科〕 

１ （演題名）     術前診断が困難であった大動脈一尖弁による大動脈弁狭窄症 

の一例 

（発表者）     森田 哲朗 

（学会名）          日本循環器学会 第 162 回東海・第 147 回北陸合同地方会 

（開催地、年月日）  岐阜県 令和５年 10 月 21日 

 

〔心臓血管外科〕 

１ （演題名）     感染経路と感染臓器を想定した術中対策による開心術後縦隔 

炎の予防効果 

（発表者）     田口 真吾 

（学会名）          第 116 回東海心臓外科懇話会 

（開催地、年月日） 静岡市 令和５年９月 

 

２  （演題名）      急性期脳梗塞を契機に診断された感染性心内膜炎および 

感染性仮性瘤に対する１手術例 
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（発表者）      成瀬 瞳 

（学会名）         第 193 回日本胸部外科学会関東甲信越地方会 

（開催地、年月日）  東京都、令和５年 11 月 

 

〔小児科〕 

１  （演題名）          内科的治療に奏功した横隔膜弛緩症の２症例 

（発表者）          松原 未歩 

（学会名）          第 156 回日本小児科学会静岡地方会 

（開催地、年月日）  静岡市、令和５年６月４日 

 

２  （演題名）          特発性高カルシウム血症を契機にWilliams症候群と診断した 

男児例 

（発表者）          野中 絵美 

   （学会名）          第 156 回日本小児科学会静岡地方会 

（開催地、年月日） 静岡市、令和５年６月４日 

 

３  （演題名）          「シトリン欠損症」について 

（発表者）          村木 國夫 

（学会名）          富士市健康教育部研修会 

（開催地、年月日）  富士市、令和５年７月 27 日 

 

４  （演題名）          アガルシダーゼβによる酵素補充療法の投与時間短縮の安全 

性についての検討 

（発表者）          尾形 仁 

（学会名）          第 28 回日本ライソゾーム病研究会 

（開催地、年月日）  東京都、令和５年 11 月 10日 

 

５ （演題名）           小児大腸内視鏡前処置における腸管洗浄剤ピコプレップ ® 

 配合内用剤の有用性 

（発表者）           野中 絵美 

（学会名）           第 157 回日本小児科学会静岡地方会 

（開催地、年月日）   静岡市、令和５年 11月 26 日 

 

〔形成外科〕 

１  （演題名）          手指に発生した平滑筋腫の１例 

（発表者）          坊 英明，稲葉 曉子 
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（学会名）          第 38 回東日本手外科研究会 

（開催地、年月日）  東京都、令和６年２月 

 

２  （演題名）          屈筋腱鞘に連続した腱滑膜軟骨腫の１例 

（発表者）          坊 英明，稲葉 曉子 

（学会名）          第 38 回東日本手外科研究会 

（開催地、年月日）  東京都、令和６年２月 

 

〔耳鼻咽喉科〕 

１ （演題名）        当科で経験した咽頭梅毒症例の検討 

（発表者）        渡邉 菜月，土田 敬介，児玉 浩希 

（学会名）        第 129 回 日耳鼻静岡県地方部会学術講演会 

 

〔臨床検査科〕 

１  （演題名）          唾液腺分野の細胞診 

（発表者）         内野 有子 

（学会名）         静岡県臨床細胞学会 細胞検査士養成講座 

（開催地 年月日）  Web 研修会、令和５年８月６日 

 

２  （演題名）          末梢血でわかる血液疾患（CLL）についての症例発表 

（発表者）         尾形 裕以，佐野 僚子 

（学会名）         東部勉強会 

（開催地 年月日）  沼津市立病院、令和５年９月 13 日 

 

〔中央放射線科〕 

１  （演題名）          上肢を挙上できない患者の腹部 CT 撮影における 

ディープラーニング再構成の有用性 

（発表者）         塩﨑 博人 

（学会名）         第 27 回静岡県放射線技師会学術大会 

（開催地 年月日）  静岡県男女共同参画センターあざれあ、令和５年５月 28 日 

 

２  （演題名）          当院の CT 教育 ～現状と課題～ 

（発表者）          猪股 崇亨 

（学会名）        令和５年度第１回放射線セミナー 

（開催地 年月日）  三島商工会議所、令和５年９月９日 
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３  （演題名）          坐位での検査が有用であった頚動脈検査の一例 

（発表者）          澤口 信孝 

（学会名）        第 81 回超音波部会研修会 

（開催地 年月日）  静岡県放射線技師会事務所、令和５年９月 30 日 

 

４  （演題名）          肝平滑筋肉腫の一例 

（発表者）          澤口 信孝 

（学会名）        画論 31st ザ・ベストイメージ 

（開催地 年月日） 書類選考 

 

〔リハビリテーション科〕 

１  （演題名）       入院中に起こった薬剤性 parkinsonism に対する多職種連携の 

一例 

（発表者）        梅原 健人，大岩 浩気，河野 優，鈴木 岳，宮川 真理子， 

大原 弘樹，中村 公美 

（学会名）       第 26 回 静岡県理学療法士学会 

（開催地、年月日）  沼津市、令和５年６月 17 日～18 日 

 

２ （演題名）       人工股関節全置換術前の身体機能と術後の歩行および 

在院日数との関連性について 

（発表者）        小田 純市，若月 優，三國 雄河，石川 大喜，笹本 翔平 

（学会名）       第 39 回東海北陸理学療法学術大会 

（開催地、年月日）  石川県小松市、令和５年９月 30 日～10 月１日 

 

３ （演題名）       私の職業は理学療法士です 

（発表者）        三國 雄河 

（学会名）       静岡県立富士東高校職業講話 

（開催地、年月日）  静岡県立富士東高校、令和５年 10 月５日 

 

〔看護部〕 

１  （演題名）      自部署におけるリスク感性・ハザード感性向上のための 

取り組み 

   （発表者）      小林 正奈 

   （学会名）      静岡県看護協会富士地区支部「第 23 回 看護実践報告会」 

   （開催地・年月日） 富士市、令和６年１月 27 日 
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２  （演題名）      スタッフの終末期に対する意識調査 

～デスカンファレンスの実施を通して～ 

   （発表者）      太田 梨沙 

   （学会名）     静岡県看護協会富士地区支部「第 23 回 看護実践報告会」 

   （開催地・年月日） 富士市、令和６年１月 27 日 

 

３  （演題名）      施設内における irAE 対策活動と課題 

   （発表者）      村松 由貴子 

   （学会名）     ブリストルマイヤーズスクイブ株式会社 irAE Web Seminar 

   （開催地・年月日） 令和５年６月９日 

 

４  （演題名）      在院日数短縮化を目指して～ウロストミー 

   （発表者）      若林 久美子 

   （学会名）     コロプラスト株式会社オンデマンドセミナー 

   （開催地・年月日） オンデマンド、令和６年３月１日～31日 

 

〔地域医療連携センター〕 

１  （演題名）          児童の発育不全ケースへの家族支援 

～医療機関・MSW の役割とは～ 

（発表者）          江村 宏子 

（学会名）         静岡 MSW 研究会 

（開催地、年月日）  富士市（WEB 開催）、令和５年４月８日 

 

２  （演題名）          身よりなしケース対応で押さえるべきポイントは？ 

（発表者）          佐藤 理絵 

（学会名）         富士地区ソーシャルワーク研究会 

（開催地、年月日）  富士市（WEB 開催）、令和５年５月 18 日 

 

３  （演題名）          なんとか解決しなくては…！ 

（発表者）          柘植 大輔 

（学会名）         富士地区ソーシャルワーク研究会 

（開催地、年月日）  富士市、令和５年８月 18 日 

 

４  （演題名）          なんとか解決しなくては…！ 

（発表者）          柘植 大輔 

（学会名）         静岡県医療ソーシャルワーカー協会３地区合同事例検討会 

（開催地、年月日）  WEB 開催 令和５年９月 30 日 
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５  （演題名）          新人 MSW のリアル～SOS が出せない新人期と乗り越え方～ 

（発表者）          柘植 大輔 

（学会名）         静岡県ソーシャルワーク実践研究学会 

（開催地、年月日）  静岡市、令和６年２月３日 
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Ｄ．著書・雑誌掲載論文  
 

〔心臓血管外科〕 

１  （題名）     重症右心不全に肝硬変を合併した三尖弁および僧帽弁閉鎖不全 

症に対し、二弁形成術を施行した１例 

（著者）          田口 真吾 

（発行所・年・巻・号・頁）日本心臓血管外科学会雑 52 巻２号掲載 

 
〔外科〕 

１  （題名）          The pathological conditions and surgical outcomes depending 

 on the degree of hernia in the intra-thoracic stomach 

  （著者）          Tsuboi K, Hoshino M, Omura N, Yamamoto SR, Akimoto S,  

Masuda T, Sakashita Y, Fukushima N, Takeuchi H, Yano F,  

Eto K 

  （発行所・年・巻・号・頁）Esophagus 2023 Jul; 20(3): 573-580 
 
２  （題名）          Is it meaningful to add mesh reinforcement to laparoscopic 

fundoplication for esophageal hiatal hernias in the 

patients with high risk of hiatal hernia recurrence? 

  （著者）          Tsuboi K, Masuda T, Omura N, Hoshino M, Yamamoto SR, 

 Akimoto S, Sakashita Y, Fukushima N, Takeuchi H, 

Takahashi K, Yano F, Eto K 

  （発行所・年・巻・号・頁）Esophagus 2024 Jan; 21(1): 67-75 
 
３  （題名）          Prognostic significance of preoperative osteosarcopenia 

on patient' outcomes after emergency surgery for 

gastrointestinal perforation. 

  （著者）          Fukushima N, Masuda T, Tsuboi K, Yuda M, Takahashi K, 

 Yano F, Eto K 

  （発行所・年・巻・号・頁）Surg Today (in press) 

 

 
４  （題名）          Prognostic significance of preoperative C-reactive protein-

albumin-lymphocyte (CALLY) index on the outcomes after 

gastrectomy for gastric cancer. 

  （著者）          Fukushima N, Masuda T, Tsuboi K, Takahashi K, Yuda M, 

 Fujisaki M, Ikegami T, Yano F, Eto K 
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  （発行所・年・巻・号・頁）Surg Today (in press) 
 
５  （題名）          Role of modified Glasgow prognostic score in patients with 

achalasia who underwent laparoscopic Heller-myotomy with 

Dor-fundoplication. 

  （著者）          Fukushima N, Masuda T, Tsuboi K, Hoshino M, Takahashi K, 

 Yuda M, Sakashita Y, Takeuchi H, Omura N, Yano F, Eto K 

  （発行所・年・巻・号・頁）Esophagus (in press) 
 
６  （題名）          Pathophysiology and surgical outcome in patients with 

fungal peritonitis due to upper gastrointestinal tract 

perforation: a retrospective study. 

  （著者）          Nyumura Y, Tsuboi K, Suzuki T, Kajimoto T, Tanishima Y, 

 Yano F, Eto K 

  （発行所・年・巻・号・頁）Surg Today (in press) 
 
７  （題名）          壁外発育型の胃粘膜下腫瘍に対する cowboy technique を用いた 

腫瘍切除 

  （著者）          坪井 一人，矢野 文章，星野 真人，増田 隆洋，小村 伸朗， 

柏木 秀幸 

  （発行所・年・巻・号・頁）手術 2024; 78(5): 847-852 
 
〔形成外科〕 

１  （題名）          母指 CM 関節症に対するステープルを用いた関節固定術 

-ロッキングプレートとの比較- 

  （著者）          坊 英明 

  （発行所・年・巻・号・頁）日手会誌 2023:40(2):103-107 

 

〔耳鼻咽喉科〕 

１  （題名）          Augmented Reality-Assisted Transcanal Endoscopic Ear 

 Surgery for Middle Ear Cholesteatoma 

  （著者）          Tsuchida, K.; Takahashi, M.; Nakazawa, T.; Kurihara,  

S.; Yamamoto, K.; Yamamoto, Y.; Kojima, H. 

  （発行所・年・巻・号・頁）Journal of Clinical Medicine. 2024; 13(6):1780 
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〔看護部〕 

１  （題名）       ALmedia 特集「瘢痕・ケロイド」ケアに難渋した 

ストーマ周囲皮膚の肥厚性瘢痕のケア 

（著者）          若林 久美子 

（発行所・年・巻・号・頁） 照林社 2023・27・2（通巻 119 号）・4-6 頁 

 

〔地域医療連携センター〕 

１ （題名）          49 の実践事例から学ぶ～医療ソーシャルワーカーのための 

業務マネージメントガイドブック～ 

（著者）      江村 宏子 

（発行所・年・巻・号・頁） 中央法規出版株式会社、令和５年４月 148 頁－151頁 

 

２ （題名）          特定の医療と退院調整に関する調査研究 

～MSW として医療を受ける権利を守りたい～ 

（著者）      遠藤 卓馬 

（発行所・年・巻・号・頁） 医療ソーシャルワーク 2022 51 号 41 頁－44 頁 
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第 40 回 富士市立中央病院学術集会 
（病院職員による院内の学術発表） 

 

開 催 日：令和５年８月 25 日（金） 

会  場：富士市立中央病院２階 大会議室 

構  成：第１部：一般演題、第２部：がん診療連携拠点病院としての現在の 

課題と今後の展望について 

 

第１部：一般演題 

【診療技術部】座 長：加藤 寛史（診療技術部長） 

１『当院での脳卒中患者における自動車運転支援について』 

発表者：リハビリテーション科 大原 弘樹  

 

２『こどもの食物アレルギーの管理 

－食物経口負荷試験に対する管理栄養士の関わり－』 

発表者：栄養科 〇中村 磨浪、谷津倉 融依、小池 恭子、 

礒崎 曜大、小俣 朋子 

 

３『ハンフリー自動視野計 当院におけるSITA-Standardの有用性』 

発表者：医療技術科 齋藤 夏菜 

 

【看 護 部】座 長：齋藤 正美（副看護部長） 

      （※地域医療連携センターを含む） 

４『手術見学実習が整形外科病棟での周術期看護に与えた影響』 

発表者：３Ｃ病棟（周術期看護チーム） ○古藤 美津子、小林 

加奈、鈴木 杏菜、鈴木 愛美、伊藤 輝美、 

松下 賀津江、奥津 裕也 

 

５『当院における特定看護師の役割』 

発表者：看護部長室 吉崎 美帆 

 

６『特定の医療と退院調整に関する調査研究』 

発表者：地域医療連携センター 遠藤 卓馬 

 

【診 療 部】座 長：北村 博顕（医局長） 

７『院内発症脳卒中の特徴と対応』 

発表者：脳神経外科 渡邊 充祥 
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８『ペースメーカーの進歩』 

発表者： 循環器内科 森田 哲朗 

 

９『緑内障について』 

発表者：眼科 渡辺 勝 

 

第２部：がん診療連携拠点病院としての現在の課題と今後の展望について 

      

    前半：発表形式 後半：討論形式 

 

    発表者：鈴木 俊雅（外科）、金井 友哉（消化器内科）、川口 敬 

（薬剤科）、村松 由貴子（看護部）、池田 康恵（看護部）、 

和泉 由佳（地域医療連携センター） 

 

受賞結果：最優秀賞 

 『特定の医療と退院調整に関する調査研究』 

発表者：地域医療連携センター 遠藤 卓馬 

 

     優秀賞（２演題） 

『こどもの食物アレルギーの管理 

－食物経口負荷試験に対する管理栄養士の関わり－』 

発表者：栄養科 中村 磨浪 

 

『ペースメーカーの進歩』 

発表者： 循環器内科 森田 哲朗 
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富士市立中央病院 市民公開講座 
 

開 催 日：令和５年６月 22 日（木） 19：00～20：30 

会  場：富士市立中央病院２階 大会議室 およびオンラインライブ配信 

講 座 名：第 28 回市民公開講座 

「知っておきたい脳卒中のサインと最新カテーテル治療 

      ～１秒を争う脳卒中診療の実際～」 

講  師：渡邊 充祥（中央病院 脳神経外科副部長） 

参加者数：70 名（会場：42 名、オンライン：28 名） 

特記事項：会場型と「Zoom」によるオンラインライブ型のハイブリッド開催 

 

 

開 催 日：令和５年 11 月 14 日（火） 

会  場： 富士市立中央病院２階 大会議室 およびオンラインライブ配信 

講 座 名：第 29 回市民公開講座 

『日本人男性で一番多いがん、前立腺がんについて』 

講  師：木村 高弘（東京慈恵会医科大学 泌尿器科 教授/診療部長） 

参加人数：92 名（会場：68 名、オンライン：24 名） 

特記事項：会場型と「Zoom」によるオンラインライブ型のハイブリッド開催 
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第 37 回 富士シンポジウム 
 

開 催 日：令和５年６月１日（木） 19：00～20：40 

会  場：富士市立中央病院２階 大会議室 およびオンラインライブ配信 

座  長：北村 博顕（富士市立中央病院 医局長・外科副部長） 

     杉浦 毅（富士市医師会 生涯教育委員長、杉浦眼科 院長） 

テーマ：『各科の話題・トピックス』 

講 義：①「当院の新しい脳卒中診療～ＤＸと富士医療圏初の最新カテーテル治療～」 

渡邊 充祥（富士市立中央病院 脳神経外科 副部長） 

     ②「当院での前立腺癌治療について～ロボット支援下手術始めました～」 

村上 雅哉（富士市立中央病院 泌尿器科 部長） 

    ③「当院での体外衝撃波治療について」 

      加藤 努（かとう整形外科クリニック 院長） 

参加者数：会場 94 名（富士市立中央病院：54 名、富士市医師会：18 名） 

     オンライン 22 名  合計：94 名 
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